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今
は
、
無
事
に
送
迎
が
出
来
る

こと
が
、
基
g

て乗
って

下
さ
る、
皆
様
方
への唯
一のホ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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「さ
わ
や
か
」
に
仲
間
入
り
さ

せ
て
い
た
だ
き
五
ヵ月
が
過
要

し
た。
人
付
ま
日いの下
表
私

に
は
初
め
て
経寧

る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
内
心
委
でし
た
。

最
初
の
自著
さ
ん
の
お
迎
え
で

病院
に行-
少
待々
って自著

さ
ん
が
出
て
こ
ら
れ
、
お
互
い
に

第
面
です
。
宜
し
く
と
普
通
に

等

せ
車
に乗
る
こ
と
に

な
る
が
、
私
の
車
は
ス
テ
ップ
が

高
く
乗
る
の'に
真
さ
れ
ま
し
た

で
J
何
と
か
乗
り
込
み
発
車

で
す
。
走
る
道
を
右
、
左
象
ぇ

ら
れ
走
る。ぼ
っぼ
っ4語
は
出

始
め
る
と
、
も
,つお
宅
に
理

無
事
に
送
る
こと
が
出
来
、
私
に

も
人
様
の
お
役
に
立
っこ
と
が
出

来
た
と
思
う
と
、
と
て
金
し
か

った
。そ

の時
は、も
展
の益
の

こ
と
を
考
え
、
少
し
で
a
a

りを楽
にと、要
量
-Eること

を考えた。その要-ーでは

二
段
に
改
造
し
て
、
皆
さ
ん
に使

って
い
た
だ
ー
多
少
は
楽
に
乗
. 

り
降
り
出
来
て
い
る
?
と
思
う
。
・ 

.私
の家
族
は
、
女
一房
と
娘
の
三

入
事
りし
で
す
。 そ
れ
ぞ
れ
が
、

仕
事
を
持
っ
て
い
;
。 私
自
身

は
週
四
日
、
午
前
中
四
購
の
仕

事
です
。

無
芸
、
無
趣
味
な
私
に
は
、
一

目
が
と
ても
長
く
退
屈
で
し
た
。

「さ
わ
や
か
」
に
入
れ
て
い
た
だ

い
て
か
ら
は
、
送
迎
の
あ
る
日
の

私
は
、
生
と々
し
て来
ま
す
。 女

房

か

,

-

 

「

お

父

さ

ん

、

今

日

は
誰
さ々
ん
と
のデ
ー
ト
の
目
よ

嬉
し
い
でし
ょう
」
と
、
ひ
や
か

さ
れ
ま
す
。 正
直
な
話
、
今
は
生

活
の励
み
に
な
って
い
ま
す
。 

要よ
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フ
ン
ア
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ア
研
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透
｠"li
援の
歴
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l _

の
言き

「さ
わ
や
か
」
で
は
、
第
5
回

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
性
客流
会
を
四

月
二
六
日
(日
)
に
程
し
;
・ 

今
回
は
、
市
営
バ
ス意
刃
っ

て
、
生扁海
慧

巡
り
を
し
ま
・ 

す
。
心
地
よ
い
春
風
を
類
に
受
け

な
が
ら
、
奇
岩
や
整

f
空

胴
な
ど
、
海
上
か
ら
眺
め
;
。

往
き
のバ
ス
の中
で、
江
要
=一

長の
「持-治療の産
にっ｠
"

い
て、'興
深
い
(.?
)
話
が
あ

り
ま
す
。

' 

4賽
は
三
千
円
です
。,4要
の

中
には、交.要

昼在
、遊

提

が
含
ま
れ
て
いま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の:皆
さ
ん
の
多

て
ご'男
の

要

十
二
平
五
日
に
開
設
し
た
小

倉基

は、順調に推ー
て一:

いま
す
。 
一月
の請
置
数
は百
, 

回
を
こ
え
ま
し
た
。 こ
の
よ
う
な

塞
系家
あ
げ
ら
れ
た
のー
ひと

え
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
のご

協
力
の賜
物
で
す
。 今
.W

 
' 

rさ
ゎ
ゃ
か
」
の
通
要
に
来

た
い
と
の程
が
あ
り
、
近
目
中

に
訪
問
さ
れ
る
予
定
.で
す
。

全
国
的
に初
め
て
の
、握
院
空
現

事
業
「さ
わ
や
か
」
は
、
透
析
憲

者
の中
で大
基
量

呼
ん
で

いま
す
。
表

で
は
、
「さ
わ

や
か
」
を
モ
デ
ル
に
し
た
、
通
院

空
基
の
マニ
ュァル作a

し
て
いま
す
。

' 

数り. 

詳

細
は
製
チ
ラ
シ
を
ご
参照
,下
さ

い。申
込
みは
、
事務
局
へ早
め

に
お
願
いし
;
。
. 

お
願
い
い
た
し
;
。

三
月
十
五
日
号
「市
整
よ
り

」
に
、
再
び
、
、握
院
空
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ァ募
集
の
記
票
警

れ
ま
す
。

透析
自著
の基

は
4優
、

か
な
り
増
え
る
こ
と
が
需
要
れ

ま
す
。
そ
の
要
求
に応
え
る
た
め

と
、
昨
年
末
に
、
「さ
わ
や
か
」

八
幡
に
學
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一月
に
は、
江要
套

が義

、
、漫院空
の話

を
し
ま
し
た
。
現
在
、
佐
腎
協
で

は
、指

に対
し
て、望

の確保
の理

し
てぃ要
。

佐
腎
協
の
中
で
は
、
、運
院
空
取

事
業
設
立
の
実
一集
者員会
も
a堅ー

さ
れ
、
理

整
し
て
い
ま
す

そ
の
ぅ
ち
に
、
境

の
中
に

-
、握院空基
が出来るで

し
ょ,つ。

三
月
十
四
・十
五
の
両
日
に
行

ゎれる、藤
變
=でー
北

九
州
の
「さ
わ
や
か
」
が
、
議
案
' 

書
の
中
にも
警

れ
、
全
国
的
. 

に4優
、、握院空
要
-笑
一

強
化
し
て
い
く
と
の書
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
三
月
三
日
に
は
長
崎
県

に
i1
ボ
ラン
テ
イ
ア
さん
の
確

保
が
裝
条
件
で
す
。

八幡.省
電

張
り
切
って
望
っ
て
い
;
。 
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一一o'
開
.'0 こ
,ーり
た
、
の
で
基

・
一一観 .0 tー

し

一=
一一:.-.一0話
を見るたび
スト

「6
0
ー
レ
スが
た
ま
り
ま
す
。 

膨
大
な
赤
字
の
処
理
を
山
一証
券

の経
宮陣
は、
賽

の導
で

「飛
はし
」ま
し
た
。 七
ー
の

社
員
に
は
、
赤
字
は
な
い
能
の

.報
告
を
 
一し
て
ま
で
も
。 そ
の

造重
は
、
会
社
廃
業
、
社
員
は
解

雇
。 
「飛
ば
し
」
の
事
実
を
明
ら

か
に
し
て
い
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に

.は
な
ら
な
か
った
の
で
は
?
そ
し

て、
そ
の展
いが
30
兆商
の国

民
量
。 ス
ト
レ
ス
た
ま
る
よ
な

あ
!
皆
さ
ん
如
何
で
求
?
 


